








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































5巻、 98ペー ジ、 1984年、平凡社)。
20 
中世の女性と軍役
16)前掲『新瓶絵巻物による日本常民生活絵引.1122ペー ジ。
mr融通念仏縁起』にも、北白川の下僧の妻や子供の姿が描かれている(r新版絵巻物による日本常民生活絵刊)。
18) r萩藩閥閲録』巻38、1400
19) r萩藩間関録j巻1480
20) r日什|木崎原街l合戦伝記J(戦函史料叢書6r島津史料集.11966年、人物往来社)。
21) rおあむ物語』には大垣城とあるが、佐和山城であるとする説もある。 (rおあん物語Jr日本庶民生活資料集
成.1 8、1969年、三一書房)。
22)牧健二監修、佐藤進一・池内義資編『中世法制史料集』第I巻鎌倉幕府法、 1955年、岩波書応。
23) r鎌倉遺文.113738号、東京堂出版(以下『鎌倉遺文Jからの引用は、号数のみ記す)。
24) r中世法制史料集』第1巻。
25)佐藤進-r鎌倉幕府政治の専制化についてJ(W日本封建制成立の研究j1955年、吉川弘文館)。
26) 5244号。
27) 5244号。
28)江田3号。
29) 11115号。
30) 5245号。
31) 5256号。五味克夫氏は筆屋守護を勤める御家人には松明用途が負担としてかかるので、弘安7年に在京人、
地方発遺人の所領年貢免除が決められた時、餐屋守護人もおそらくその適用を受けたであろうとする (r国史大
辞典』かがりやの項)が、維持費(松明用途)に対する見返りとしての関東公事免除と守護使入部停止は、本
文で述べたように筆屋役設置当初からのものであったことカf判明した。
32)五味克夫「在京人と鋒屋J(W金沢文庫研究.19ノ8・9)。
33) r入来文書』、日本思想、大系21r中世政治社会思想J上 (1972年、岩波書応)。
34) 14240号。
35) 14240号。
36) 15加号。
37) r小早川家系図J(r大日本古文書家わけ第11小早川家文書.1)。
38) r小早川家系図」。
39) r小早川家文書.154号。
40) r小早川家文書j54号。
41) r小早川家文書.152号。
42) r竹原小早川家系図J(r小早川家文書.1)。
43) r小早川家証文J12号 (W小早川家文書.1)0
44) r小早川家系図J、『東禅寺文書j。
45) 13573号。
46) 12955号。
47) r鎮西探題裁許状J(r増訂鎌倉幕府裁許状集j下37号、 1987年、吉川弘文館)。
48)追加法333(r中世法制史料集』第I巻)。
49) 11741号。
50) 11805号。
21 
51) 11728号。
52) 1銘3号。
53) 118開号。
54) 119お号。
55) 11962号。
56) 12022号。
57) 11930号。
58) 12170号。
59) 12252号。
60) 122臼号。
61) 12260号。
臼)12271号。
63) 12275号。
64) 12277号。
65) 12292号。
66) 12303号。
67) 1お32号。
68) 12449号。
69) 12450号。
70) 12756号。
71) 14207号。
η) 14251号。
73) 14316号。
74) 14366、14367号。
75) 14367号。
76) 14388号。
77) 14388、14389、14390号。
78) 14514号。
79) 14583号。
80) 14611号。
81) 146田号。
82) 14696号。
83) 14672号。
84) 14732号。
85)追加法5680
86)追加法5960
87)二階堂文書。
88) 13873号。
89) 14034号。
22 
90) 14361号。
91) 14550号。
92) 14589号。
93) 14694号。
94) r吾妻鏡.1?台承4年9月3日条。なお拙稿『日本中世の女性j第1部参照。
95) r群書類従j巻第4770
96)相良蓮道置文 (r大日本古文書家わけ第5相良家文書.139)。
97) r入来文書j。
98)拙稿 WB本中世の女性.1(前掲)10ペー ジ。
中世の女性と軍役
9)南北朝内乱期における女子分軍役賦課と勤仕の実態、その意義については、拙稿「南北朝内乱期における国
人・土豪層の役割と女性の地位J(京都橘女子大学研究紀要第18号所JIJ.、 1991年、のち『日本中世女性史論』所
JIJ.、 1994年、塙書房)を参照されたい。
l∞)拙稿『日本中世女性史論』参照(19例年、塙書房)。
101) r所領の成敗(知行)Jと「家中の雑事Jの管掌が、中世の妻役割であり、家中雑事管掌の中には、この他、
子の養育や家臣への配慮などがあったことは、前稿で述べた(前掲『日本中世の女性J、「戦国期女性の役割分
担Jr日本女性生活史』第2巻中世所収、 1990年、東京大学出版会、及び前掲「南北朝内乱期における国人・土
豪層の役割と女性の地位J)。
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